
【取組宣言】 

⇒次ページ(112～116)に自己改革の取り組みを掲載しております。 

 

総合事業による農業振興・地域貢献 

2019 年５月 29 日 

本県では、少子高齢化や人口減少により農業生産基盤の縮小が懸念され、また、地

域の生活基盤の維持も危惧されています。 

ＪＡは、食と農を基軸に地域に根ざした協同組織として、総合事業による農業振興・

地域貢献を行っています。総合事業を営むことで、資金や利益が循環し、ＪＡ事業の

根幹である営農指導・販売・購買事業の充実・強化に繋がっています。 

また、「協同組合」とは、組合員の力を合わせて、組合員の農業や生活を守り、よりよ

い地域社会を築くことを目的とした集まりであり、出資者である組合員は、地域で農

業を営み、地域に暮らす皆さまです。 

ＪＡでは、総合事業の強みを活かし、福祉事業や市町村と連携したイベントの開催

など、地域の活性化に貢献しています。 

今後、ＪＡでは、総合事業による健全な事業運営を行い、「農業者の所得増大」「農

業生産の拡大」「地域の活性化」を基本目標とした、自己改革に取り組んで参ります。 

【自己改革の重点取り組み】 

１．営農ビジョンの取り組み強化 

２．組合員の収入拡大・コスト抑制対策 

３．組合員の結集力強化戦略の策定・実践 
 



農業振興に向けた主な取り組み(ＪＡ自己改革) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（※）当ＪＡ管内＝いちき串木野市、日置市、南さつま市金峰町、鹿児島市旧松元、郡山地区 

政府が進める「農協改革」では、「農協は農家の組織。准組合員（主に非農家）

の利用は制限すべき」。「ＪＡの農業関連事業は、信用・共済事業に頼らず単独で

収益を確保すべき」などの考え方が示されています。 

 

当ＪＡ管内（※）は、地理的条件もあり、県内でも農業生産規模が小さく、正

組合員（農家）・准組合員の信用・共済事業のご利用から得た収益を活用して、営

農振興や地域活性化に向けた事業に取り組むことができています。このように、

各事業が支え合って、ＪＡ全体の運営を進めて行くことを総合事業運営方式と呼

びます。 

 

ここでは、当ＪＡが実践する農業振興・地域活性化に向けた取り組みをご紹介

することで、「総合事業運営方式」・「准組合員のＪＡ利用」の必要性についてご理

解を賜りたいと存じます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

中堅・若手農業者で組織する「ＪＡ青年部会」や、女性組合員で組織する「ＪＡ女性部

会」は、これまでも「地域の活性化」に繋がる自主的な取り組みを実施していますが、さ

らなる地域の活性化を目指し、2018年度から共同での取り組みも行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 組合員（農家青年部会・女性部会）による地域貢献活動 

 

共同活動に向けた意見交換会 

 

ＪＡ来所者へのおもてなし活動 

青年部会の活動 

 

地元児童福祉施設への農畜産物寄贈 

女性部会の活動 

 

１０年以上続く高齢者への声かけ訪問 

 

地元保育園での食農教育活動 

 

ＪＡ支所で七草粥の提供 


